
12
December

● 住宅用火災警報器の無料配布申請受け付け中 
● 「かんたんフィットネス」の会員募集中 
● まんのう町奨学生の募集案内 
● 12／5　子どもタウンミーティング開催 
● 12／6　ことなみ土器どきフェスタ2009開催 

12月号の 
主な内容 

〈平成21年11月1日現在〉 

●人口 20,249 人 （前月比－11人） 
　　男： 9,729 人 
　　女： 10,520 人 

●世帯数 7,047世帯 （前月比＋2世帯） 

2 0 0 9  vol .4 5

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 

11.2　あいあいタクシー出発式 
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住
宅
用
火
災
警
報
器
・
消
火
器
処
分
・
水
路
改
修
工
事
・
こ
と
な
み
土
器
ど
き
フ
ェ
ス
タ

住
宅
用
火
災
警
報
器
無
料
配
布
の
申

請
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

消
防
法
の

改
正
に
よ
り

平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で

に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の

設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
ま
ん
の
う
10
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
町
で
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日

現
在
で
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
主
（
一

つ
の
家
屋
内
に
複
数
の
世
帯
主
が
同
居
し
て

い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
世
帯
主
が
対
象
。）

で
、
持
ち
家
（
た
だ
し
、
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
除
き
ま
す
。）
に
住
ん
で

い
る
方
を
対
象
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
＝

写
真
＝
を
１
個
無
料
配
布
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

平
成
22
年
１
月
31
日
ま
で

■
申
請
場
所

　

役
場
総
務
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所

※ 

申
請
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
申
請
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■ 

そ
の
他
／
配
布
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
取
り
付
け
や
維
持
管
理
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
自
治
会
で
取
り
ま
と
め
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
自
治
会
長
さ
ん
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
総
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
０

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
処
分
に
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
、
古
い
消
火
器
の
事
故
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲
多
度
南
部
危

険
物
安
全
協
会(

都
村
忠
弘
会
長)

で
は
、
消

火
器
の
有
料
処
分
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

処
分
を
ご
希
望
の
方
は
、
消
火
器
を
左
記
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

11
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）、
12
月
５

日
（
土
）
い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

※ 

指
定
日
時
以
外
の
受
け
取
り
は
し
ま
せ

ん
。

■
実
施
場
所

　

仲
多
度
南
部
消
防
組
合
の
駐
車
場

　
（
琴
平
町
五
條
３
１
３
）

■
処
分
費
用

　

１
本
に
つ
き
１
、０
５
０
円

　

※ 

当
日
、
会
場
で
新
規
購
入
す
る
場
合
は
、

無
料
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

仲
多
度
南
部
危
険
物
安
全
協
会
（
仲
多
度
南

部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内
）

　

薀
（
７
３
）
４
２
１
１

国
営
香
川
用
水
土
器
川
沿
岸
地
区
の

水
路
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す

　

国
営
香
川
用
水
土
器
川
沿
岸
地
区
の
農
業

水
利
施
設
は
、
造
成
後
40
年
以
上
を
経
過
し
、

用
水
路
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
漏
水
の
増
大

な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理

や
水
管
理
に
要
す
る
労
力
が
増
大
し
て
お
り
、

平
成
20
年
度
に
農
業
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
国

営
事
業
の
申
請
が
な
さ
れ
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

本
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施

設
の
補
修
・
改
修
工
事
を
行
い
、
農
業
用
水

を
安
定
的
に
供
給
し
維
持
管
理
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
維
持
・

増
大
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

事
業
工
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
（
予
定
）
ま
で
で
、
今
年
度
か
ら
本
格
的

に
水
路
改
修
工
事
を
開
始
し
ま
す
。

　

工
事
の
施
工
に
当
た
り
、
事
業
関
係
者
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
と

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
今
年
度
改
修
水
路

　

買
田
幹
線
水
路
（
全
長
２
・
１
７
㎞
）

　
　

工
事
場
所
／
ま
ん
の
う
町
真
野
地
内

　

打
越
池
導
水
路
（
全
長
１
・
０
２
㎞
）

　
　

工
事
場
所
／
ま
ん
の
う
町
長
尾
地
内

■
施
工
時
期
（
予
定
）

平
成
21
年
12
月
下
旬
〜
平
成
22
年
３
月
下
旬

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
国
四
国
農
政
局
香
川
用
水
土
器
川
沿
岸
農

業
水
利
事
業
所　

薀
（
５
９
）
７
３
７
０

ま
ん
の
う
町
土
地
改
良
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
２
１

ことなみ土器どきフェスタ2009　やまびこ教室 

午前10時 

　～午後3時 

午前11時～ 

正午～ 

午後5時～ 

どきどき体験教室（クリスマスリース、しいたけ植菌、わら細工など） 

画家・水澤正信氏の個展、書道家・墨アーティスト樋笠幸三氏のワークショップなど 

マグロ実演解体、しし鍋などの模擬店 

県立農業経営高等学校「拓心太鼓」、獅子舞 

イルミネーション点灯式　校庭が幻想的なイルミネーションで彩られます。 

ことなみ土器どきフェスタ2009　やまびこ教室 
■とき／12月6日（日） 
■時間・内容 

■会場／旧琴南東小学校（まんのう町川東919） 
【問い合わせ先】 ことなみイベント協会事務局（まんのう町役場琴南支所内）�（85）0101

ことなみ土器どきフェスタ2009　やまびこ教室 
イルミネーション点灯期間 

12月6日（日）～平成22年1月10日（日） 
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国
民
年
金
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
・
手
ぬ
ぐ
い
コ
ン
テ
ス
ト

会
社
を
辞
め
た
と
き
は
、
国
民
年
金

の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
き
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
自
動
的

に
国
民
年
金
の
第
二
号
被
保
険
者
と
し
て
加

入
し
て
い
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

会
社
を
退
職
す
る
と
、
第
一
号
被

保
険
者
に

　

大
多
数
の
方
は
、
会
社
に
勤
め
て
い
る
と

き
は
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者
の

方
も
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
第
三
号
被
保

険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

■
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
と

　
「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
（
第
一
号

被
保
険
者
該
当
）
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す

の
で
、
年
金
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
票

の
あ
る
市
役
所
や
町
役
場
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
特

例
免
除
の
可
能
性
も

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

の
保
険
料
免
除
制
度
は
本
来
、
前
年
の
所
得

を
基
に
審
査
し
ま
す
が
、
前
年
度
ま
た
は
当

年
度
に
会
社
を
離
職
し
、
失
業
し
て
い
る
こ

と
が
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
に
よ
り

確
認
で
き
る
場
合
は
、
特
例
的
に
本
人
の
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
免
除
（
全

額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
）
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主

に
所
得
が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
を
希
望
す
る
と
き
は

　
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
な
ど
の
写
し
を
ご
持
参
の
上
、

住
民
票
の
あ
る
市
役
所
や
町
役
場
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
に
は
、

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
ご
利
用
を

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
国
税

の
電
子
申
告
や
納
税
が
で
き
る
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

① 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
告
が
可
能

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（「
確
定
申
告
特

集
ペ
ー
ジ
」
か
ら
利
用
可
能
）
を
利
用
し
、イ
ー

タ
ッ
ク
ス
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
５
、０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
本

人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
付
け
、
申

告
期
限
内
に
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
行
う
と
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
５
、０
０
０
円
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
19

年
分
ま
た
は
20
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除

を
適
用
さ
れ
た
方
は
控
除
で
き
ま
せ
ん
。

③
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
可
能

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で

行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
な
ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
（
病
院
な
ど
の

名
称
や
支
払
金
額
な
ど
）
を
入
力
し
て
送
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類

の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
早
期
処
理
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
３
週
間

程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

⑤
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
利
用
が
可
能
で
す
。

■
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
前
に

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
、
電

子
証
明
書
の
取
得
（
要
手
数
料
）
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
、
事
前
準
備

が
必
要
で
す
。

　

電
子
証
明
書
を
既
に
取
得
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■ 

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い

場
合
は

　

利
用
開
始
の
手
続
き
や
利
用
時
間
、
パ
ソ

コ
ン
環
境
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
の
操
作

方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
、
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
に
関
す
る
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

丸
亀
税
務
署　

薀
（
２
３
）
２
２
２
１

手ぬぐいコンテスト 第3回 

地域の自然や温泉、山村の 
雰囲気が伝わる「手ぬぐい」の 
デザインを募集します。 

締め切り／平成22年2月1日（月）必着 
詳しくは募集用チラシまたは 
ホームページ（http://kotonami.com）で。 

【問い合わせ先】　ことなみイベント協会事務局 
（まんのう町役場琴南支所内）　�（85）0101 
電子メール：kotonami-event@town.manno.lg.jp
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　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の2およびまんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平

成18年条例第33号）第4条の規定に基づき、平成20年度のまんのう町の人事行政の運営等の状況の概要を公表します。

なお、詳細については町のホームページをご覧ください。　　　　　　　　【問い合わせ先】総務課　薀（73）0100

縡　職員の任免状況、採用者数および部門別職員数
　（1）　職員の任免状況（平成20年度、単位：人）

区　　分
任　　　　　　　用 退　　　　　　　職

採用 昇任 降任 転任 定年 勧奨 自己都合その他
一般行政職 4 5 － － 6 5 4
技能労務職 － － － － 3 － －
医師 1 － － － － － －
計 5 5 － － 9 5 4

　（2）　採用者数（平成20年度、単位：人）

試験の種類 試験の名称 試験区分 申込者数 採用者数

競争試験
上級（大学卒程度） 一般行政事務 28 1

中級（短大卒程度）
幼稚園教諭 27 3
栄養士 9 1

選　　考

　（3）　部門別職員数の状況（各年4月1日現在、単位：人）

区　　分
部　　門

職　　員　　数 対 前 年
増 減 数

参　　　　　考
平成20年 平成19年

一 般 行 政 部 門 164 172 －8
 人口1,000人当たり職員数7.96人
（類似団体の1,000人当たり職員数5.23人）

教 育 部 門  57  56    1

普 通 会 計 部 門 221 228 －7
 人口1,000人当たり職員数10.73人
（類似団体の1,000人当たり職員数7.03人）

公 営企業等会計部門  28  28    0

合　　計
249
［265］

256
［265］

－7
［　0］

 人口1,000人当たり職員数12.1人

※職員数は一般職に属する職員数。
※ [　　] 内は、条例定数の合計。

縒　職員の給与
　（1）　人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳人口
（平成20年度末）

歳 出 額
　 　 Ａ

実質収支
人 件 費
　 　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

平成19年度の
人件費率

平成20年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

20,399 9,245,237 603,751 1,868,734 20.21 19.16

　（2）　職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分
職員数
　　Ａ

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費B/A給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成20年度
人 千円 千円 千円 千円 千円
221 813,013 92,727 334,059 1,239,799 5,610

※職員数は、平20年4月1日現在の人数。
※職員手当には退職手当を含みません。

　（3）　ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

平成20年度まんのう町人事行政の運営等の状況について（抜粋）

※ 「ラスパイレス指数」とは、国家公務員行（一）の俸
給月額を100とした場合の地方公務員一般行政職の給与
水準。
　 職員構成を学歴別、経験年数別に区分し、地方公共団
体の職員構成が国の職員構成と同一と仮定して算出す
るもので、地方公共団体の仮定給料総額（地方公共団
体の学歴別、経験年数別の平均給料月額に国の職員数
を乗じて得た総和）を国の実俸給総額で除して得る加
重平均。
※ 本町は平成18年3月20日に合併したため、5年前（平成
15年）のデータは存在しません。
※ 「類似団体平均」とは、人口規模や産業構造が類似し
ている団体のラスパイレス指数を単純平均したもの。

90

95

100

まんのう町 類似団体平均 全国町平均 

（H20） 
97.4

（H15） 
97.1 （H20） 

96.0
（H15） 
95.7

（H20） 
94.2



5

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
・
小
児
救
急
電
話
相
談

縱　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成20年4月1日現在）
　（1）　一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

まんのう町 43.5歳 339,404円 382,387円 364,497円
香川県 43.7歳 345,957円 394,818円 366,271円
国 41.1歳 325,113円 ̶　　 387,506円

類似団体 43.3歳 332,973円 389,029円 368,156円

　（2）　技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額
平均給与月額

Ａ
平均給与月額
（国ベース）

まんのう町 47.9歳 271,111円 281,155円 274,056円
清掃職員 40.8歳 278,575円 316,669円 288,325円
学校給食員 49.2歳 270,769円 273,485円 270,769円
用務員 46.1歳 242,475円 249,829円 242,475円
その他 53.8歳 316,500円 333,990円 331,550円
香川県 48.1歳 346,991円 382,164円 363,502円
国 48.9歳 284,679円 ̶　　 320,623円

類似団体 48.3歳 286,823円 313,491円 304,854円

対応する民間
の類似職種

平均年齢
平均給与月額

Ｂ
参　考
Ａ／Ｂ

廃棄物処理業従業員 43.6歳 299,700 1.06
調理師 41.7歳 255,800 1.07
用務員 53.9歳 225,900 1.11

　（3）　教育職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
まんのう町 45.8歳 347,030円 372,535円
香川県 45.6歳 392,812円 433,951円
類似団体 42.1歳 317,713円 342,219円

※「平均給料月額」とは、平成20年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当や地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの。
※ 「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当や特殊勤務手当などの手当が含まれていないことから、比較
のため国家公務員と同じベースで再計算したもの。
※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータ（平成17年～19年の3カ年平均）を使用。
※技能労務職の職種と民間の職種の比較に当たり、業務内容や雇用形態などの点において完全に一致しているものではありません。

縟　職員の手当の状況
　（1）　期末手当・勤勉手当（平成20年度一人当たり平均支給額）

ま ん の う 町 香 川 県
1,601千円 1,882千円

　（2）　退職手当（平成20年4月1日現在）

自己都合 勧奨・定年
一人当たり平均支給額 7,215千円 23,940千円

※退職手当の一人当たり平均支給額は、平成20年度に退職した職員に支給された平均額。

香川県小児救急電話相談の相談時間を翌朝8時まで延長 香川県小児救急電話相談の相談時間を翌朝8時まで延長 
　新型インフルエンザの流行に対応し、香川県では小児電話相談の相談時間を毎日午後7時から翌朝8時までに延
長します。インフルエンザかなと心配なときなど、医療機関を受診する前にぜひ電話相談をご活用ください。 
▽香川県小児救急電話相談って何？ 
　子どもの急な病気やけがへの対応方法などに看護師や小児科医が電話で相談に応じます。 
医療機関への受診についても適切なアドバイスを行います。 
▽相談時間／毎日　午後7時～翌朝8時 
▽相談電話番号／局番なしの「＃8000」（プッシュ回線と携帯電話から利用可能） 
　　　　　　　　または�087（823）1588
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まんのう町の財政事情を公表します（平成21年4月1日～9月30日）

　町民の皆さまに、まんのう町の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを広く知っていただくために、

地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の3第1項およびまんのう町財政事情の公表に関する条例（平成18年

条例第53号）第4条に基づき、年2回、予算の執行状況や財産、地方債の状況などを公表しています。

【問い合わせ先】総務課　薀（73）0100

40億 30億 20億 10億 0 0 5億 10億 15億 20億 25億 

1,856,313
1,299,544

144,713
42,775

3,545,000
2,688,005

310,765
175,075

130,041
44,834

118,070
54,266

1,440,228
641,403

643,707
62,387

89,779

101

18,976

270

299,102
0

340,608
707,546

183,968
79,553

907,000
0

144,637
65,493

1,979,657
872,274

783,042

1,300,188
250,941

17,265
3,688

860,032
285,863

127,091
48,239

578,471
74,986

479,647
265,998

993,164
358,598

5
0

1,052,069
497,706

29,136
17,430

5,000
0

2,443,033

歳入科目 歳出科目 

町税 議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林　　 
水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

公債費 

諸支出金 

予備費 

地方譲与税 

地方交付税 

その他 
交付金など 

分担金 
および負担金 

使用料 
および手数料 

国庫支出金 

県支出金 

財産収入 

寄附金 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

町債 

予算現額 

収入済額 

予算現額 

支出済額 

（単位：千円） （単位：千円） 

※繰越予算を含みます。 ※繰越予算を含みます。 

一般会計予算

歳入
予 算 現 額　10,009,395千円
収 入 済 額　 5,814,634千円
収　入　率　58.1％

歳出
予 算 現 額　10,009,395千円
支 出 済 額　 3,524,258千円
執　行　率　35.2％
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特別会計予算 （単位：千円）

会　　計　　別 予 算 現 額 収 入 済 額 収　入　率 支 出 済 額 執　行　率
国民健康保険（事業勘定） 2,510,444 858,448 34.2％ 977,881 39.0％
国民健康保険（直診勘定） 32,200 5,933 18.4％ 15,036 46.7％
老 人 保 健 34,682 37,526 108.2％ 27,003 77.9％
後 期 高 齢 者 医 療 260,000 83,773 32.2％ 79,984 30.8％
介 護 保 険 2,211,400 922,185 41.7％ 838,891 37.9％
診 療 所 96,400 64,824 67.2％ 31,011 32.2％
簡 易 水 道 261,800 91,268 34.9％ 118,362 45.2％
下 水 道 223,100 27,881 12.5％ 81,471 36.5％
農 業 集 落 排 水 30,300 800 2.6％ 13,575 44.8％
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 67,100 8,753 13.0％ 26,825 40.0％

公営企業会計予算 （単位：千円）

会　　計　　別 項　　目 予算現額 収入済額 項　　目 予算現額 支出済額

水 道 事 業
収益的収入 242,771 122,189 収益的支出 238,531 66,402
資本的収入 689,989 0 資本的支出 799,969 104,629

地方債現在高 （単位：千円）

一 般 会 計

総 務 債 2,639,132
民 生 債 189,632
衛 生 債 94,547
農 林 水 産 業 債 873,488
土 木 債 1,779,737
消 防 債 58,052
教 育 債 729,864
災 害 復 旧 事業債 110,570
そ の 他 3,271,314
小　　　計 9,746,336

特 別 会 計

水 道 事 業 1,070,594
簡 易 水 道 事 業 1,478,117
下 水 道 事 業 1,579,155
農業集落排水事業 268,581
浄化槽整備推進事業 357,537
小　　　計 4,753,984

合 計 14,500,320

借入先別内訳

財 務 省 7,875,766
ゆ う ち ょ 銀 行 977,734
か ん ぽ 生 命 1,320,558
地方公共団体金融機構 1,741,289
市 中 銀 行 388,337
そ の 他 2,196,636

合 計 14,500,320

土地および建物 （単位：裃）

区　分 土地
（面積）

建物（延べ面積）
木造 非木造 計

行 政 機 関
（庁舎・消防など） 45,598 164 13,576 13,740

公共用財産
（学校・公民館など） 1,036,821 7,294 86,555 93,849

普 通 財 産
（その他の財産） 3,890,305 269 125 394

合 計 4,972,724 7,727 100,256 107,983

出資による権利 （単位：千円）
香 川 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 金 7,920
香川県モーターボート競走会出資金 90
香 川 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金 9,685
譛 香 川 県 農 業 振 興 公 社 出 資 金 4,908
譛 香 川 県 環 境 保 全 公 社 出 捐 金 1,000
譛香川県国民年金福祉協会出捐金 243
譁 香 川 県 畜 産 公 社 出 資 金 2,900
譛 香 川 県 腎 臓 バ ン ク 拠 出 金 653
譛香川県暴力追放運動推進センター出捐金 2,572
中讃ふるさと市町村圏基金出資金 101,790
譁グリーンパークまんのう出資金 8,000
譛 公 園 緑 地 管 理 財 団 出 捐 金 5,000
譛 香 川 県 下 水 道 公 社 出 捐 金 935
譖野菜価格安定共済資金協会出捐金 1,019
譛香川県市町村職員互助会出捐金 418
譛 香 川 県 健 康 福 祉 機 構 出 捐 金 257
譛 か が わ 産 業 支 援 財 団 出 捐 金 9,149
ま ん の う 町 土 地 開 発 公 社 出 資 金 15,000
香 川 県 西 部 森 林 組 合 出 資 金 3,126
譛 こ と な み 振 興 公 社 寄 附 金 102,200
譌 清 流 の 里 出 資 金 300
仲 南 町 森 林 組 合 出 資 金 310
譌 仲 南 振 興 公 社 出 資 金 15,000
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 出 資 金 1,400

合 計 293,875

基金 （単位：千円）
ま ん の う 町 財 政 調 整 基 金 1,854,866
ま ん の う 町 減 債 基 金 225,598
ま ん の う 町 地 域 福 祉 基 金 531,059
まんのう町住宅新築等資金借入金償還準備基金 339
まんのう町ふるさと・水と土保全対策基金 28,296
ま ん の う 町 土 地 開 発 基 金 268,520
まんのう町琴南地区特定施設に関する基金 38,076
まんのう町仲南地区特定施設に関する基金 47,333
ふ る さ と 応 援 基 金 150
まんのう町国民健康保険事業財政調整基金 129,737
まんのう町介護保険事業財政調整基金 154,975
まんのう町介護従事者処遇改善臨時特例基金 15,765
まんのう町診療所管理運営事業基金 63,000
ま ん の う 町 簡 易 水 道 事 業 基 金 8,095
学 校 教 育 施 設 整 備 基 金 652

合 計 3,366,461



8

議
会
情
報

■
第
3
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会

　

会
期
／
9
月
17
日
〜
10
月
5
日

【
原
案
認
定
】

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
98
億
７
、６
１
７
万
４
千
円
、

歳
出
決
算
額
91
億
６
、８
６
２
万
８
千
円
、
差

引
残
額
７
億
７
５
４
万
６
千
円
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）

１
億
３
、１
７
２
万
４
千
円
、
翌
年
度
繰
越
額

（
実
質
収
支
額
）
５
億
７
、５
８
２
万
２
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
（
事
業
勘
定
）
歳
入
決
算
額
23
億
３
、１
４
２

万
円
、
歳
出
決
算
額
22
億
３
、０
５
９
万
７
千

円
、
差
引
残
額
１
億
82
万
３
千
円
、
翌
年
度

繰
越
額
１
億
82
万
３
千
円
。

　
（
直
営
診
療
施
設
勘
定
）
歳
入
決
算
額
２
、９

３
３
万
３
千
円
、
歳
出
決
算
額
２
、
９
３
３
万

３
千
円
、
差
引
残
額
０
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
決
算
額
３
億
３
、６
１
７
万
３
千
円
、

歳
出
決
算
額
３
億
１
５
４
万
１
千
円
、
差
引

残
額
３
、４
６
３
万
２
千
円
、
翌
年
度
繰
越
額

３
、４
６
３
万
２
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
２
億
４
、７
８
０
万
２
千
円
、

歳
出
決
算
額
２
億
３
、９
１
３
万
３
千
円
、
差

引
残
額
８
６
６
万
９
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）
26

万
５
千
円
、翌
年
度
繰
越
額
８
４
０
万
４
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
決
算
額
20
億
２
、５
８
５
万
７
千
円
、

歳
出
決
算
額
18
億
９
、７
０
１
万
１
千
円
、
差

引
残
額
１
億
２
、８
８
４
万
６
千
円
、
翌
年
度

繰
越
額
１
億
２
、８
８
４
万
６
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
１
億
３
、
０
４
２
万
７
千

円
、
歳
出
決
算
額
９
、３
３
８
万
７
千
円
、
差

引
残
額
３
、
７
０
４
万
円
、
翌
年
度
繰
越
額

３
、７
０
４
万
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
決
算
額
２
億
７
、５
４
８
万
６
千
円
、

歳
出
決
算
額
２
億
４
、６
８
０
万
９
千
円
、
差

引
残
額
２
、８
６
７
万
７
千
円
、
翌
年
度
繰
越

額
２
、８
６
７
万
７
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
　

歳
入
決
算
額
２
億
２
、
７
３
３
万
円
、
歳

出
決
算
額
２
億
２
、４
３
４
万
円
、
差
引
残
額

２
９
９
万
円
、
翌
年
度
繰
越
額
２
９
９
万
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
３
、
１
８
６
万
円
、
歳
出
決

算
額
３
、
１
５
０
万
１
千
円
、
差
引
残
額
35

万
９
千
円
、
翌
年
度
繰
越
額
35
万
９
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
９
、０
３
３
万
８
千
円
、
歳
出

決
算
額
９
、０
３
３
万
７
千
円
、
差
引
残
額
千

円
、
翌
年
度
繰
越
額
千
円
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
（
収
益
的
収
支
・
税
抜
き
）
収
入
２
億
４
、９

６
７
万
４
、９
７
７
円
、
支
出
２
億
２
、０
６
０

万
９
、２
７
４
円
、
純
利
益
２
、９
０
６
万
５
、

７
０
３
円
。（
資
本
的
収
支
・
税
込
み
）収
入
６
、

２
８
４
万
４
、１
１
０
円
、
支
出
１
億
４
、０
２

９
万
４
、５
２
４
円
、
資
金
不
足
（
７
、７
４
５

万
４
１
４
円
）
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

資
本
的
収
支
調
整
額
（
３
９
８
万
２
、５
５
０

円
）
と
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
（
７
、

３
４
６
万
７
、８
６
４
円
）
で
補
て
ん
。

【
原
案
可
決
】

ま
ん
の
う
町
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

右
記
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
と
き

に
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
原
則

42
万
円
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

＝
広
報
ま
ん
の
う
11
月
号
７
ペ
ー
ジ
参
照
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

造
田
字
味
靠
桶
谷
の
一
部
の
土
地
を
造
田

字
岡
ノ
峯
に
、
岸
上
字
寺
山
の
一
部
の
土
地

を
岸
上
字
岡
谷
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

吉
野
字
木
ノ
崎
上
所
の
一
部
の
土
地
を
吉
野

字
木
ノ
崎
下
所
に
、
炭
所
西
字
西
ノ
山
の
一
部

の
土
地
を
吉
野
字
木
ノ
崎
上
所
に
、
吉
野
字
大

谷
の
一
部
の
土
地
を
吉
野
字
黒
見
や
吉
野
字
東

場
正
に
、
吉
野
字
平
田
の
一
部
の
土
地
を
吉
野

字
大
谷
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
豊
田
天
神
線
の
起
点
が
東
高
篠
字

池
田
４
８
９
番
１
地
先
か
ら
東
高
篠
字
池
田

４
９
０
番
地
先
に
、
終
点
が
東
高
篠
字
公
文

議　

会　

情　

報
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議
会
情
報

境
45
番
１
地
先
か
ら
公
文
字
垂
水
上
３
７
８

番
15
地
先
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

町
道
大
堀
八
幡
線
の
起
点
が
吉
野
字
大

堀
１
１
７
６
番
１
地
先
か
ら
吉
野
字
大
堀

１
１
９
３
番
１
地
先
に
変
更
し
ま
し
た
。

塩
入
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
〜
25
年
度
で
行
う
林
道
塩
入

三
野
線
開
設
事
業
の
事
業
費
１
億
６
０
０
万

円
の
う
ち
辺
地
対
策
事
業
債
４
、０
０
０
万
円

（
予
定
額
）
を
充
て
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

勝
川
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
〜
25
年
度
で
行
う
町
道
名
頃

線
改
良
事
業
や
町
道
勝
浦
線
改
良
事
業
、
町

道
八
峯
線
改
良
事
業
、
町
道
真
鈴
大
屋
敷
線

改
良
事
業
、
町
道
西
下
福
家
線
改
良
事
業
、

町
道
長
谷
吹
佐
古
線
事
業
の
事
業
費
総
額

１
億
８
、０
０
０
万
円
の
う
ち
辺
地
対
策
事
業

債
１
億
６
、２
０
０
万
円
（
予
定
額
）
を
充
て

る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

川
奥
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
〜
25
年
度
で
行
う
町
道
島
ケ

峰
線
改
良
事
業
や
町
道
株
切
線
改
良
事
業
、
町

道
川
奥
中
央
線
改
良
事
業
、
町
道
尾
形
島
ケ
峰

線
事
業
、
町
道
三
角
線
事
業
の
事
業
費
総
額

１
億
１
、０
０
０
万
円
の
う
ち
辺
地
対
策
事
業

債
９
、９
０
０
万
円
（
予
定
額
）
を
充
て
る
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
億
９
、４
４
７
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
99
億
３
５
５
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
限
度
額
を
８
億
５
１
０
万
円

（
７
、８
９
０
万
円
減
額
）
に
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
、２
５
７
万
８
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
９
、７
８
６
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
１
１
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
、０
７
９
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」
に
関
す

る
法
律
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

意
見
書

　

就
労
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
、
少
子
高

齢
社
会
な
ど
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
に
も
、

働
く
こ
と
を
通
じ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を

目
指
す
活
動
を
続
け
て
い
る
「
協
同
労
働
の

協
同
組
合
」
に
関
す
る
法
律
を
速
や
か
に
制

定
す
る
よ
う
国
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

私
学
助
成
の
拡
充
発
展
に
関
す
る
意

見
書

　

私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
経
常
費

の
２
分
の
１
の
早
期
助
成
の
実
現
と
、
昨
今

の
家
計
急
変
世
帯
へ
の
特
別
の
財
政
措
置
を

行
う
な
ど
、
私
学
助
成
の
国
庫
補
助
金
制
度

堅
持
と
一
層
の
拡
充
発
展
に
努
め
る
よ
う
国

に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

私
学
助
成
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

　

私
立
学
校
へ
の
経
常
費
助
成
金
を
増
額
さ

せ
る
と
と
も
に
、
授
業
料
減
免
事
業
に
対
す

る
補
助
金
や
就
学
援
助
金
を
充
実
さ
せ
、
教

育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

施
策
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
県
知
事
に
要

望
し
ま
し
た
。

【
継
続
審
査
】

エ
ピ
ア
み
か
ど
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
健
康
ふ
れ
あ
い
の

里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
福
祉
施
設
美
霞
洞
温
泉

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

二
宮
忠
八
飛
行
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
木
造
住
宅
建
築
奨
励
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
そ
の
他
】

議
員
派
遣
の
件

　

香
川
県
町
議
会
議
員
研
修
会
と
し
て
、
全

議
員
を
10
月
30
日
、
香
川
県
自
治
会
館
に
派

遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
第
7
回
ま
ん
の
う
町
議
会
臨
時
会

　

会
期
／
10
月
26
日

【
原
案
可
決
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
単
価
契

約
で
、
株
式
会
社
丸
井
工
務
店
（
丸
亀
市
田

村
町
１
７
１
１
番
地
）
か
ら
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
表
彰
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
の
会

員
募
集
中

　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ

る
「
健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム
」
で
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
改
善
を
目
的
に
、
軽
運
動
な

ど
が
で
き
る
「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
最
新
の
情
報
技
術
を
駆
使
し
、

個
人
の
体
質
に
適
合
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
、
専
属
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
自
身
の
体
質
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
以

外
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
の
会
員
に
な
る
に
は
、
ま
ず
事
前
の

施
設
見
学
と
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
予

約
不
要
）。
詳
細
は
一
度
体
験
さ
れ
た
時
に
説

明
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
運
動
が
で
き
る

服
装
や
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水
や

お
茶
）
な
ど
を
ご
持
参
の
上
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

※
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

■
会
費

　

月
額
１
、２
５
０
円
（
税
込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム

（
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　

薀
（
７
３
）
２
７
０
６

■

表
彰　
（
敬
称
略
）

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

第
24
回
か
り
ん
ま
つ
り
「
か
り
ん
の

実
品
評
会
」
受
賞
者

金
賞
（
ま
ん
の
う
町
長
賞
）
／
武
智
和
弘
▽

銀
賞
（
ま
ん
の
う
町
議
長
賞
）
／
多
田
品
江

▽
銅
賞
（
ま
ん
の
う
町
商
工
会
長
賞
）
／
田

中
義
兼
▽
銅
賞
（
香
川
県
農
協
協
栄
支
店
長

賞
）
／
香
川
大
吉

■

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　
（
敬
称
略
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ

第
17
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会

（
べ
っ
ぷ
ア
リ
ー
ナ
、
7
月
26
日
）

【
演
技
の
部
】

第
５
位
／
秋
山
弥
生
・
大
岡
光

【
団
体
戦
の
部
】

敢
闘
賞
／
貞
闊
幸
余
・
秋
山
弥
生
・
大
岡
光
、

岡
坂
円
香
・
古
川
愛
菜
・
青
野
恵
里
・
松
下

絢全
日
本
少
年
錬
成
な
ぎ
な
た
大
会

（
日
本
武
道
館
、
8
月
9
日
）

【
演
技
の
部
・
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
／
秋
山
弥
生
・
大
岡
光
▽
優
良
賞
／

古
川
愛
菜
・
青
野
恵
里

第
49
回
香
川
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大

会
（
県
立
武
道
館
、
8
月
30
日
）

【
演
技
競
技
】

■
中
学
校
の
部

第
１
位
／
古
川
愛
菜
・
秋
山
弥
生
▽
第
２
位

／
青
野
恵
里
・
大
岡
光
▽
第
３
位
／
松
原
寿

子
・
貞
闊
幸
余
、
森
藤
成
美
・
白
川
加
奈
子

■
高
等
学
校
の
部

第
１
位
／
田
坂
奈
穂
・
大
岡
響
▽
第
２
位
／

白
川
奈
緒
子
・
金
關
百
合
子
▽
第
３
位
／
森

本
香
瑠
・
濱
闢
真
衣

■
一
般
の
部

第
１
位
／
大
東
智
美
・
三
井
彩
可
▽
第
２
位

／
白
川
未
樹
・
長
井
紀
子

【
試
合
競
技
】

■
小
学
校
高
学
年
の
部

第
２
位
／
竹
下
知
里
▽
第
３
位
／
林
田
彩
花

■
中
学
校
の
部

第
１
位
／
大
岡
光
▽
第
３
位
／
松
原
寿
子
、

秋
山
弥
生

■
高
等
学
校
の
部

第
１
位
／
大
岡
響
▽
第
２
位
／
金
關
百
合
子

■
一
般
成
年
の
部

第
１
位
／
大
東
智
美

第
8
回
全
国
社
会
人
9
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
西
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
大
会
（
愛

媛
県
総
合
運
動
公
園
体
育
館
、
10
月

9
日
〜
12
日
）

ベ
ス
ト
８
な
ら
ず

男
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

尾鼻　勝吉
（前まんのう町教育長）

～高齢者交通安全ニュース～ 
道路横断中の死亡事故が多発しています 
■道路を渡るときは、遠回りでも、 
　必ず「横断歩道」を渡ってね。 
■無理な横断は絶対にしないでね。 
　遠くに見えても、車はすぐ近くだよ。 
■夕暮れ時の外出は、「明るい服装」で 
　「照明器具や反射材」を。 
家族の方もアドバイスをしてください！　琴平警察署 

（
２
年
連
続
４
回
目
出
場
） 

仲
南
体
協
ク
ラ
ブ 

21　－　13 
2　　　　　0 
22　－　20

バ
ブ
コ
ッ
ク
日
立
呉 

（
広
島
） 
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貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

貯
筋
講
座

　

12
月
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
冷
え
て
く
る
こ

の
時
期
。
こ
れ
か
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
ど

の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

事
前
に
十
分
な
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を

　

こ
れ
を
し
な
い
と
、
寒
さ
で
筋
肉
が
委
縮

し
、
動
作
が
緩
慢
に
な
っ
て
し
ま
い
、
転
倒

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

十
分
に
身
体
を
温
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

重
ね
着
で
体
温
調
整
を

　

温
ま
っ
た
身
体
を
保
つ
に
は
、
防
寒
対
策

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
寒
い
か
ら
と
い
っ

て
着
込
ん
で
し
ま
う
と
、
発
汗
と
汗
冷
え
で
、

体
温
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
保
温
性
が
良
く
、
す
ぐ
に
着
た

り
脱
い
だ
り
で
き
る
上
着
を
用
意
し
ま
す
。

そ
の
際
、
着
て
い
て
も
脱
い
で
い
て
も
か
さ

ば
ら
な
い
よ
う
な
、
薄
手
の
物
を
重
ね
着
す

る
と
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
負
担
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
重
ね
着
を
上
手
に
使
い
、
体
温
を
調

整
し
な
が
ら
、
快
適
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
継

続
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
下
着
も
す
ぐ
に
汗
が
乾
く
よ
う

な
生
地
で
作
ら
れ
た
物
を
着
用
す
れ
ば
、
汗

冷
え
を
防
止
で
き
ま
す
。

手
先
と
頭
部
の
保
温
も
忘
れ
ず
に

　

風
速
１
ｍ
で
、
体
感
温
度
は
約
１
度
下
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
風
の
強
い
日
は
、

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
の
準
備
が
必
要

で
す
。
冷
え
込
む
と
き
は
首
回
り
が
保
護
で

き
る
よ
う
な
上
着
か
、
マ
フ
ラ
ー
も
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

　

手
袋
と
帽
子
も
重
宝
し
ま
す
。
寒
く
な
い

と
思
わ
れ
る
日
で
も
、
手
袋
は
持
参
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
時
の
、

手
先
の
保
温
は
大
切
で
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
手

を
入
れ
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
姿
勢
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
身
の
危
険
を
避
け
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
意
外
に
も
、
頭
部
か
ら
は
多
く
の

熱
が
放
熱
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
帽
子
を
か

ぶ
り
、
体
温
の
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
、
引
き
締
ま
っ

た
身
体
を
作
り
た
い
場
合
の
食
事
ア

ド
バ
イ
ス

問　

今
後
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ

に
変
え
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
食
材
を
取
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

答　

疲
れ
を
た
め
に
く
く
す
る
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
が
必
要
で
す
。
豚
肉
は
他
の
肉
類

に
比
べ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
格
段
に
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
吸
収
率
を
高
め
る
た
め
に
、

ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
に
含
ま
れ
る
ア

リ
シ
ン
と
一
緒
に
取
る
と
効
果
的
で
す
。

問　

肉
よ
り
は
魚
が
い
い
と
い
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
魚
を
食
べ
る
と
い
い
の
で
す
か
。

答　

脂
肪
量
を
考
え
れ
ば
、
赤
身
魚
よ
り
は

白
身
魚
の
方
が
低
脂
肪
で
淡
白
な
た
め
お
勧

め
で
す
。
青
魚
は
一
般
的
に
脂
肪
量
が
多
く

栄
養
価
が
高
い
の
で
す
が
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
す
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ

ン
酸
）
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
た
め
、
週
一

回
は
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

イ
カ
・
タ
コ
・
貝
類
な
ど
も
高
タ
ン
パ
ク
質
・

低
脂
肪
な
の
で
、
ぜ
ひ
食
事
に
取
り
入
れ
て

み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

冬
場
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
に
も
、
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要

今月の筋力トレーニング
お尻で歩く？

　今回のトレーニングは、お尻の筋肉を鍛

えることができるとともに、腹筋や背筋に

も効果があります。

① 足を前方に伸ばし座ります。この時、背

中を丸めるのではなく、ぴんと背筋を伸

ばすようにします。

② 最初は、両手で支えながら、お尻の筋肉

を交互に動かし、片方ずつお尻を浮かせ

ます。慣れてきたら、左右のお尻を交互

に浮かせながら、前進します。

③ 手で支えるのをやめ、しっかりと腕振り

を加えます。この時も背筋を伸ばすよう

に気を付けてください。

④ 前方に進めたら、次は後方に進みます。

最終的には、腕振りに頼らずに、両腕を

組んだ状態で、前に進んだり、後ろに進

んだりします。慣れてきたら少しスピー

ドアップしてみるのも良いでしょう。

測定データ（当初測定日から約5カ月後）
Aさん（女性、50歳代） Ｂさん（男性、30歳代）

身長 157.0㎝ 171.7㎝

体重 50.35㎏（－1.15㎏） 71.70㎏（－5.55㎏）

体脂肪率 26.7％（－0.5％） 17.0％（－5.2％）

脂肪量 13.45㎏（－0.6㎏） 12.20㎏（－4.95㎏）

筋肉量 34.85㎏（－0.55㎏） 56.40㎏（－0.6㎏）

BMI ※1 20.4（－0.5） 24.3（－1.98）

基礎代謝量 1,051kcal（－20kcal） 1,657kcal（－30kcal）

※１ 　肥満判定の一つの指標。体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で算出。
BMI が22のときに疾患発症の危険性が最小になるといわれています。

※　かっこ内の値は、当初測定した数値と比較しての増減。
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

　

平
成
21
年
度
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

の
第
５
回
目
（
最
終

回
）
が
10
月
30
日
、

満
濃
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
中
讃
保
健
福
祉
事
務

所
の
笹
田
康
子
さ
ん
＝
写
真
＝
に
よ
る
、
食

品
衛
生
と
生
活
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
講
義

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
講
義
内
容
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
消
費
期
限
」
と
「
賞
味
期
限
」
を

基
に
食
中
毒
発
生
の
防
止
を

　

冬
は
暖
房
設
備
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
真
冬
で
も
食
中
毒
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
に

多
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
ウ
イ
ル
ス
性

食
中
毒
が
冬
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
食
品
購
入
時
に
は
品
質
や
期
限
表

示
を
確
認
す
る
習
慣
が
大
切
で
す
。

　

販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
加
工

食
品
に
は
食
品
衛
生
法
で
、
期
限
表
示
や
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を

含
む
食
品
の
表
示
、
製
造
（
輸
入
）
業
者
の

住
所
・
氏
名
・
保
存
方
法
・
取
り
扱
い
上
の

注
意
な
ど
の
表
示
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
期
限
表
示
と
し
て
、「
消
費
期
限
」
と

「
賞
味
期
限
」
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
期
限
と
は
、
未
開
封
の
容
器
包
装
に

入
っ
た
製
品
が
、
表
示
さ
れ
た
保
存
方
法
に

従
っ
て
保
存
さ
れ
た
場
合
に
、
腐
敗
・
変
敗
そ

の
他
の
食
品
の
劣
化
に
伴
う
衛
生
上
の
危
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
期

限
を
い
い
、
こ
の
期
間
は
製
造
日
か
ら
お
お

む
ね
５
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

弁
当
、
調
理
パ
ン
、
総
菜
、
生
菓
子
類
、
食
肉
、

生
め
ん
類
な
ど
品
質
の
劣
化
が
急
速
で
、
速

や
か
に
消
費
す
べ
き
食
品
が
該
当
し
ま
す
。

　

一
方
、
賞
味
期
限
と
は
、
未
開
封
の
容
器

包
装
に
入
っ
た
製
品
が
、
表
示
さ
れ
た
保
存

方
法
に
従
っ
て
保
存
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の

食
品
と
し
て
期
待
さ
れ
る
す
べ
て
の
品
質
特

性
を
十
分
保
持
し
得
る
と
認
め
ら
れ
る
期
限

を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
清
涼
飲
料
水
、
即

席
め
ん
類
、
冷
凍
食
品
、
魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
乳
製
品
な
ど
品
質
の
劣
化
が
比
較
的
遅

い
食
品
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
即
席

め
ん
類
や
冷
凍
食
品
、
乳
製
品
な
ど
製
造
日

か
ら
３
カ
月
を
超
え
て
品
質
保
持
で
き
る
食

品
に
つ
い
て
は
、
年
月
表
示
で
も
い
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
酒
類
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
な
ど
の
多
数
年
以
上
保
存

可
能
な
食
品
に
つ
い
て
は
年
月
日
の
表
示
が

省
略
で
き
ま
す
。

家
庭
内
で
の
衛
生
管
理
の
徹
底
で
食

中
毒
発
生
防
止
を
万
全
に

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
家
に
帰
っ
て
き
た
ら

す
ぐ
に
食
品
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。
そ
の

際
、
中
に
入
っ
て
い
る
量
は
７
割
程
度
に
抑

え
、
冷
蔵
の
場
合
は
10
度
以
下
、
冷
凍
の
場

合
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
に
保
ち
ま
す
。
温

蔵
の
場
合
は
65
度
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

調
理
器
具
は
漂
白
剤
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
）
で
、
手
指
は
逆
性
石
け
ん
（
塩
化
ベ

ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
）
で
殺
菌
し
て
お
く
の
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
な
板
は
熱
湯
消
毒
を
し
、
食

品
原
材
料
は
水
で
洗
え
る
も
の
は
洗
い
ま
す
。

　

調
理
の
際
は
、
加
熱
を
十
分
に
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
目
安
は
、
中
心
温
度
が
75
度

で
１
分
間
以
上
で
す
。
特
に
食
肉
の
場
合
、

加
熱
不
足
で
あ
れ
ば
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

と
い
う
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
発
生
の
危
険
性

が
あ
る
の
で
、
食
肉
や
生
レ
バ
ー
は
新
鮮
な

も
の
で
あ
っ
て
も
生
食
用
で
な
い
も
の
は
生

で
は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
調
理
し
た
食
品
が
残
っ
た
と
き
に
は
、

早
く
冷
え
る
よ
う
に
小
分
け
し
て
お
き
、
温

め
直
す
と
き
は
75
度
以
上
を
目
安
に
十
分
加

熱
し
ま
す
。
調
理
し
て
か
ら
時
間
が
た
ち
過

ぎ
、
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、

も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
ず
に
思
い
切
っ
て
捨

て
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
、

日
常
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活改
善推進協議会の近石要子さん＝写真右＝
と特別ゲストの弓削優闊さん＝写真中央。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各
支所の窓口で手に入ります。

絶賛放送中 
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

食改の 
食育だより 
食改の 

食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

チーズ 
ミルク 

貝割れ大根 
根元を落とし、 
3cm程度に 
ざく切り。 

レタス 
手で一口大に 
ちぎる。 

パラパラ鮭チャーハン パラパラ鮭チャーハン 

フライパンも油もいらない 
ヘルシーチャーハンを作ってみよう！ 

パラパラ鮭チャーハン、わかめスープ、リンゴと白菜のサラダ、 
ホットチーズミルク 

チャーハン 

サラダ 

チャーハンの 
鮭、卵 

わかめ 
スープ 

サラダの 
リンゴ 

混ぜ合わせ、電子レンジで約3分加熱し、ほぐす。 
※半量に分け2回行う。 

レタスと鮭フレークを混ぜ合わせる。 皿に盛り、上に貝割れ大根を散らす。 

塩
 

←耐熱皿 

レタス 

鮭フレーク 

溶き卵 

●エネルギー 454kcal ●タンパク質 15.2ｇ ●脂質 8.2ｇ ●食物繊維 1ｇ ●食塩 1.5ｇ 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●ごはん 800g　●鮭フレーク 60g　●卵 4個　●レタス 60g　 
●貝割れ大根 40g　●塩 小さじ1　●こしょう 少々 

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

1

4

2

3

　

皆
さ
ん
、「
母
子
愛
育
会
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
の
会
は
、
未
就
学
児
と
そ
の
母
親
を

含
む
家
族
を
対
象
に
、
ま
ん
の
う
町
で
子
育

て
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
町
内
の
各
地
区
に
は
７
つ
の
母
子
愛
育

会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
ま

ん
の
う
町
母
子
愛
育
連
絡
協
議
会
」（
和
泉
ナ

ヲ
エ
会
長
）
で
す
。

　

各
地
区
の
母
子
愛
育
会
に
は
、
会
員
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
「
愛
育
班
員
」
が
い
て
、
そ

の
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
声
か
け
訪
問
」
は
、

温
か
い
触
れ
合
い
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
伸

び
伸
び
と
育
つ
よ
う
に
と
行
わ
れ
、
こ
の
訪

問
の
際
に
は
、
地
域
の
母
親
の
声
や
育
児
サ
ー

ク
ル
情
報
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
『
愛
育
だ
よ

り
』
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

　

愛
育
班
員
に
よ
る
活
動
は
、
地
区
ご
と
に

特
色
が
あ
り
ま
す
。
育
児
サ
ー
ク
ル
の
自
主

運
営
や
七
夕
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
行
事
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
障
害
者
と
子
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
目
的
と
し
た
行
事
を
し
た
り
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
行
事
に
子
ど
も
た
ち
と

参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
成
人
の
各
種
検

診
の
希
望
調
査
票
の
配
布
と
回
収
を
行
い
、

県
下
ト
ッ
プ
を
誇
る
町
の
検
診
受
診
率
の
確

保
に
一
役
買
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
乳
幼
児
健
診
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
離

乳
食
講
習
会
で
の
託
児
支
援
な
ど
、
行
政
の

母
子
保
健
事
業
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ま
ん
の
う
町
の
母
子
愛
育
会
の

活
動
の
出
発
点
は
、
結
核
で
の
死
亡
率
や
低

栄
養
の
乳
児
死
亡
率
が
高
か
っ
た
昭
和
20
年

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
、
隣
近
所
や
村
単
位
で
声

か
け
を
行
い
、
住
民
自
ら
が
地
域
の
健
康
を

考
え
、
検
診
に
誘
い
合
っ
た
り
、
ユ
ニ
セ
フ

ミ
ル
ク
の
配
給
な
ど
が
漏
れ
な
く
行
き
渡
る

よ
う
に
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
愛
育
の
精

神
は
変
わ
ら
ず
、
地
域
の
人
々
の
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
、
愛
育
班
員
に
よ
る
地
域

に
根
差
し
た
活
動
が
地
道
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
各
地
区
母
子
愛
育
会
の
活
動

な
ど
を
次
月
号
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

愛
育
だ
よ
り
・
食
育
だ
よ
り

愛
育
だ
よ
り
① 

―
愛
育
活
動
の
歴
史
と
今
― 
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45

梵
字
瓦
が
出
土
し
た
買
田
寺
山
遺
跡
 

ぼ
ん
じ 

　

私
は
7
年
前
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日

し
、
日
本
人
と
共
に
会
社
で
働
い
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
難
し
い
と
い
つ
も
思

う
の
は
、
意
思
疎
通
を
図
る
に
は
日
本

語
だ
け
で
な
く
、
言
葉
に
な
っ
て
い
な

い
部
分
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

あ
る
夏
、
エ
ア
コ
ン
の
会
社
規
定
温

度
が
28
度
だ
と
は
知
ら
ず
に
、
涼
し
け

れ
ば
仕
事
が
は
か
ど
る
と
思
っ
た
私

は
、
設
定
温
度
を
そ
れ
よ
り
も
下
げ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
同
僚

は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
す
る
わ
け

で
も
な
く
、
私
が
い
な
い
間
に
温
度
を

28
度
に
上
げ
て
い
ま
し
た
。
私
が
何
回

温
度
を
下
げ
て
も
同
僚
は
28
度
に
戻
し

て
い
た
の
で
、
あ
る
時
な
ぜ
28
度
に
す

る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
温
度

設
定
が
会
社
の
ル
ー
ル
で
、
た
だ
そ
れ

に
従
お
う
と
し
て
い
た
だ
け
だ
と
答
え

ま
し
た
。
何
も
私
に
言
わ
な
か
っ
た
の

は
、
ど
う
や
ら
何
回
か
温
度
を
28
度
に

変
え
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
に
私
が
じ
き
に
気
付
く
と

思
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
え
て
明
言
を
避

け
、
相
手
に
察
し
て
も
ら
お
う
と
す
る

伝
え
方
は
、
と
て
も
日
本
人
ら
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
「
暗
黙
の
了

解
」
や
「
空
気
を
読
む
」
な
ど
の
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
多
く
は
す

べ
て
を
言
葉
に
は
せ
ず
意
思
疎
通
を
図

ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
昔
か
ら

調
和
を
大
切
に
し
、
波
風
を
立
て
な
い

方
が
良
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
る
問
題
を

解
決
す
る
際
は
、
相
手
に
言
葉
で
伝
え

る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
起
こ
し
て

い
る
行
動
な
ど
か
ら
自
分
の
意
思
を
く

み
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
仕
向
け
る
の

で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
、
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る

こ
と
で
、
と
き
に
は
調
和
を
乱
し
、
意

見
の
衝
突
を
招
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く

の
外
国
人
と
今
後
共
生
し
て
い
く
に

は
、
や
は
り
は
っ
き
り
と
意
見
を
相
手

に
言
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
他
国

出
身
者
が
生
活
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で

育
っ
た
私
か
ら
す
れ
ば
、
意
思
疎
通
の

前
提
と
し
て
、
自
分
の
考
え
を
は
っ
き

り
言
葉
に
し
な
け
れ
ば
相
手
に
は
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
意
識
が
常
に
あ
る
か
ら

で
す
。
実
際
、
先
の
私
と
同
僚
の
場
合

で
言
え
ば
、意
見
を
言
い
合
っ
た
結
果
、

互
い
の
考
え
や
行
動
の
意
味
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
以
降
は
良
好

な
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
丸
亀
市　

マ
シ
ュ
ー
・
ボ
ル
カ
ウ
ス
キ
ー
）

相
互
理
解
を
促
す
の
は
、
言
葉
で
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　

買
田
の
鎮
守
「
葛
城
神
社
」
は
三
十
二
号

線
沿
い
に
鎮
座
す
る
が
、
そ
の
西
に
丸
山
城

が
築
か
れ
る
丸
山
が
あ
り
、
そ
の
山
か
ら
延

び
た
尾
根
が
、
葛
城
神
社
の
裏
か
ら
さ
ら
に

北
に
延
び
て
い
る
。
こ
の
尾
根
の
先
端
に
寺

山
遺
跡
が
所
在
す
る
。

　

こ
の
寺
山
か
ら
昭
和
十
二
年
、
梵
字
が
刻

ま
れ
た
瓦
が
出
土
し
た
。
発
見
者
は
当
時
丸

亀
中
学
三
年
の
塩
田
尚
文
さ
ん
で
、
そ
の
後

調
査
を
重
ね
採
集
し
た
遺
物
は
四
十
点
に
及

ん
だ
。
知
ら
せ
を
受
け
た
郷
土
史
家
の
故
草

薙
金
四
郎
さ
ん
は
早
速
調
査
に
当
た
り
、
そ

の
成
果
を
讃
岐
史
談
第
二
巻
第
二
号
に
発
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
出
土
し
た
瓦
は
、
す

べ
て
破
片
で
あ
る
が
中
で
も
最
も
保
存
状
態

の
い
い
破
片
に
は
、
真
言
宗
の
光
明
真
言
「
を

ん
（
帰
命
）
あ
ぼ
き
ゃ
（
不
空
）
べ
い
ろ
し
ゃ
、

の
（
光
明
返
照
）・
・
・
」
の
二
十
三
字
が
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
陰
刻
さ
れ

た
資
料
は
復
元
す
る
と
約
三
十
セ
ン
チ
四
方

で
、
厚
さ
が
三
セ
ン
チ
を
越
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
屋
瓦
に
し
て

は
厚
み
が
あ
り
、
瓦
以
外
の
使
用
法
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
破
片
に
し
て
も
、
金
胎
両
部

の
大
日
の
種
子
を
刻
し
た
も
の
や
、
北
方
不

空
成
就
、
水
天
、
南
方
宝
生
、
阿
弥
陀
の
種

子
の
刻
印
さ
れ
た
も
の
な
ど
多
様
な
も
の
が

見
ら
れ
る
。
草
薙
先
生
は
こ
れ
ら
の
資
料
を

東
京
帝
室
博
物
館
の
入
田
整
三
氏
に
送
っ
た

と
こ
ろ
、「
恐
ら
く
室
町
時
代
の
も
の
と
思
う

が
、
他
に
類
例
が
な
く
珍
し
い
も
の
で
、
十

分
調
査
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
返
書
を
も

ら
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
草
薙
先
生
は
、
報
告

書
に
「
こ
の
梵
字
瓦
は
、
経
瓦
の
一
種
と
見

る
べ
き
か
、
と
し
、
ま
た
は
僧
侶
の
手
に
な

る
、
一
切
衆
生
済
度
あ
る
い
は
追
善
供
養
の

願
意
に
よ
る
も
の
か
」、
そ
し
て
出
土
地
の

寺
山
は
、
す
ぐ
西
の
林
を
興
泉
寺
ば
え
と
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
琴
平
町
榎

井
の
興
泉
寺
が
当
時
こ
れ
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
し
て
い
る
。

　

寺
山
の
北
西
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
買

田
岡
下
遺
跡
か
ら
は
、
室
町
時
代
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
、
付
近
に
は
寺
池
や
、
寺
屋
敷
と

呼
ば
れ
る
所

も
あ
っ
て
、

こ
の
地
に
中

世
寺
院
が
建

立
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ

る
が
、
今
後

に
期
待
し
た

い
。

（
文
責　

買
田　

松
本
豊
胤
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉

矢印の水田が寺屋敷跡
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シ
リ
ー
ズ
 

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
（6）
」
 

色　

眼　

鏡

偏
見
と
人
権

　

冤え
ん

罪ざ
い

と
は
無
実

の
人
が
犯
人
に
さ

れ
る
こ
と
で
す
。

１
９
５
０
（
昭

和
25
）
年
、
三
豊
郡
財
田
村
（
当
時
）
で

強
盗
殺
人
事
件
（
財
田
川
事
件
）
が
起
き

ま
し
た
。
１
カ
月
後
に
地
元
の
青
年
が
逮

捕
さ
れ
、
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
て
つ

い
に
犯
行
を
自
供
。
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
に
は
最
高
裁
で
死
刑
判
決
が
確
定
し
ま

し
た
。
無
実
を
叫
び
続
け
た
青
年
は
、
矢

野
伊
吉
弁
護
士
の
人
生
を
賭
け
た
支
援
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
１
９
８
４
（
昭
和
59
）

年
、
無
罪
と
な
っ
て
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
警
察
も
検
察
も
裁
判
所
も
住
民
も

多
く
が
「
素
行
が
悪
く
て
犯
歴
が
あ
る
か

ら
」
と
先
入
観
を
持
っ
て
色
眼
鏡
で
見
て

い
た
か
ら
、
と
矢
野
弁
護
士
は
指
摘
し
ま

し
た
。

　

不
確
実
な
う
わ
さ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
事

実
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
偏
見
や
差
別
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

初
詣
で
交
流
会

▽
と
き
／
平
成
22
年
１
月
13
日
（
水
）
▽
集
合
時
間
／
午
前
８
時
30
分

▽
集
合
場
所
／
長
尾
会
館

▽
内
容
／
近
隣
の
神
社
を
巡
り
初
詣
で
を
し
た
後
、昼
食
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費
／
一
人　

２
、０
０
０
円

　

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
３
、０
０
０
円

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

命
っ
て
何
だ
ろ
う

　

最
近
の
新
聞
に
「
一
年
間
で
自
殺
し

た
人
数
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
見
て
み
る
と
、
だ
ん
だ
ん
増
え

て
き
て
い
ま
し
た
。
香
川
県
で
も
年
々

増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

自
分
か
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
小
学
生
の
時
、
こ
ん
な
経
験
が

あ
り
ま
す
。
私
の
友
達
の
こ
と
で
す
。

学
校
で
は
明
る
い
子
で
し
た
が
、
一
緒

に
帰
る
時
、「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
。

生
き
て
い
く
の
が
つ
ら
い
。」
な
ど
と

口
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
常
で
「
う
ざ
い
。」「
死

ね
。」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
、
ま
る
で

あ
い
さ
つ
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
電
池
が
切
れ
る
ま
で
』
と
い
う
題

の
本
が
あ
り
ま
す
。
病
気
で
学
校
に
行

け
な
い
子
供
た
ち
が
、
病
気
の
中
の
小

さ
な
「
院
内
学
級
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

生
活
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で

す
。

　

命
と
は
電
池
の
よ
う
に
、
い
つ
か

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
そ
れ

ま
で
精
一
杯
生
き
よ
う
、
神
様
か
ら
も

ら
っ
た
命
を
生
き
き
ろ
う
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
に
は
病
状
が
悪
化
し
亡
く
な
る
子

供
も
い
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
一
生
懸

命
に
生
き
て
い
ま
す
。
も
し
そ
の
子
た

ち
が
自
殺
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。悲
し
む
ば
か
り
で
す
。

い
や
、
怒
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は

尾
木
家
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
姉
よ
り
体
重
が
重
か
っ
た
そ
う

で
す
。今
で
も
母
と
父
が
、私
の
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
ろ
の
話
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
す
。
き
っ
と
み
ん
な
望
ま
れ
て

生
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
大
切
な
命
を
精
一
杯
生
き

抜
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

満濃中学校
１年

尾木　美幸
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（第1回）
◆日時／ 12月10日（木）午後1時～午
後2時◆会場／エピアみかど（まんの
う町川東2355－1）・カルチャールー
ム◆内容／落語『だましの手口を学
びま笑

しょう

』◆講師／金万亭出
で

臍
べそ

師匠・
お稽古さん（木村斉・恵子夫妻）◆定
員／ 50人（先着順）◆その他／エピ
アみかどの入浴券（平成22年3月31日
まで有効）とお茶付き。正午～午後3
時に相談窓口を併設。
（第2回）
◆日時／ 12月18日（金）午後1時～午
後2時◆会場／塩入ふるさと研修館
（まんのう町塩入672－2）◆内容／落
語『だましの手口を学びま笑』◆講師
／金万亭出臍師匠・お稽古さん（木
村斉・恵子夫妻）◆定員／ 50人（先
着順）◆その他／塩入温泉の入浴券
（期限なし）とお茶付き。当日は塩入
健康センターの入浴料が無料。正午
～午後3時に相談窓口を併設。
【問い合わせ先】
まんのう町産業経済課
　薀0877（73）0105

◆じんけんフェスタ2009
◆日時／ 12月12日（土）午前10時～
午後4時◆会場／サンポート高松◆
内容／①ワークショップ（人権のし
おり・人権キーホルダー作り、紙芝
居など）、②中学生人権作文コンテ
スト香川県大会優秀作品表彰式、③
人権啓発標語の募集など
【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部
　薀087（815）5311

◆ まんのう町国際交流講演会
（無料）

『ヒマラヤから夢をつなぐ
～未来につながるこの出会いに～』
　私たちが暮らす地球は、宇宙から
見るととても小さな星です。その中
でたくさんの民族がぞれぞれの文化
を持ち、生活を営んでいます。今回
は、まんのう町と交流の深いネパー
ルの映像とヒマラヤからのメッセー
ジをシンセサイザーの音楽に乗せて
お届けします。
◆日時／ 12月20日（日）午後1時30分
～午後4時※午後１時開場◆会場／
町民文化ホール（まんのう町生間415
－1）◆講師／（講演）寺門邦次氏、（演
奏）キム・シン氏◆その他／入場整
理券が必要。配布場所は役場本庁、
各支所、町内の各公民館、長尾会館、

かりん会館。
【問い合わせ先】
まんのう町国際交流協会事務局
（かりん会館内、水曜日休館）
　薀0877（75）0200

◆精神保健福祉講座（無料）
◆対象者／一般県民で精神保健福
祉ボランティアに関心のある方◆会
場／琴平町総合センター（琴平町役
場前）2階講座室◆申込締め切り日／
12月28日（月）
（第1回）
◆日時／平成22年1月14日（木）午後1
時30分～午後4時◆内容／講義「ここ
ろの病気と理解」◆講師／三船和史
氏（三船病院院長）
（第2回）
◆日時／平成22年1月21日（木）午後1
時30分～午後4時◆内容／講義「地域
での精神保健福祉サービス」など◆
講師／山田智子氏（指定相談支援事
業所はなぞの相談支援専門員）など
（第3回）
◆日時／平成22年1月28日（木）午後1
時30分～午後4時◆内容／講義「とも
に暮らすこと」など◆講師／富島喜
揮氏（四国学院大学社会福祉学部社
会福祉学科長）など
【申し込み先／問い合わせ先】
香川県中讃保健福祉事務所
保健対策第二課　薀0877（24）9963

◆平成22年度まんのう町奨学生
◆受付期間／平成22年1月4日（月）～
1月29日（金）◆資格／町内に5年以上
在住する者で、高等学校および大学
などへの進学に際して学資の支弁が
困難と認められる者。ただし、独立
行政法人日本学生支援機構などの学
資金を受けている者を除きます。◆
認定手続き／奨学生希望者は、願
書、在学学校長による推薦書、その
他必要書類をまんのう町教育委員会
学校教育課までご提出ください。◆
選考方法／学業、人物、健康および
所得などの各項目をまんのう町奨学
金選考委員会で検討した上、教育委
員会が予算の範囲内において決定し
ます。
【問い合わせ先】
まんのう町教育委員会学校教育課
　薀0877（73）0108

◆ 第4回まんのう健康・福祉
まつり参加団体

　平成22年3月20日（土）に満濃農村
環境改善センターで開催される第4
回まんのう健康・福祉まつりの実行
団体を募集します。
◆参加内容／介護事業所紹介、健康
コーナー、子育て・遊びコーナー、
バザーなど◆申込期間／ 12月1日
（火）～平成22年1月15日（金）
【申し込み先／問い合わせ先】
社会福祉法人まんのう町社会福祉協
議会地域福祉課　薀0877（77）2991

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

情
報
ひ
ろ
ば

10月届け出分

10月届け出分

 死亡者名 死亡月日 年齢 地区

  9.30 96 長尾

  10. 1 96 炭所西

  10. 2 61 四條

  10. 4 91 新目

  10. 7 71 山脇

  10. 8 99 四條

  10.13 62 造田

  10.18 66 川東

  10.18 94 炭所西

  10.18 96 佐文

  10.22 75 山脇

  10.28 100 長尾

募　　集

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  9.29 賢一郎 西高篠

  10. 5 洋平 新目

  10. 6 智大 東高篠

  10. 8 崇昭 吉野

  10.12 匡計 真野

  10.12 良二 長尾

  10.17 多昭 吉野

  10.18 公彦 真野

  10.29 祐樹 東高篠

塩
しお

田
た

ハル子
こ

三
み

好
よし

ミフミ

關
せき

　 正
まさ

幸
ゆき

谷
たに

江
え

由
よし

雄
お

加
か

賀
が

組
くみ

子
こ

栗
くり

田
た

トヨノ

眞
ま

鍋
なべ

和
かず

吉
よし

十
そ

河
ごう

正
まさ

顴
のり

古
ふる

川
かわ

霪
しず

子
こ

真
ま

鍋
なべ

マキノ

香
か

川
がわ

康
やす

則
のり

小
こ

林
ばやし

一
かず

明
あき

宮
みや

本
もと

　 蓮
れん

谷
たに

江
え

一
いち

華
か

白
しら

川
かわ

心
こ

晴
はる

大
お

木
ぎ

元
もと

百
もも

愛
あ

今
いま

田
だ

匠
た く み

海

神
しん

余
よ

　 悠
ゆう

辻
つじ

村
むら

柊
しゅう

都
と

池
いけ

下
した

愛
まな

香
か

森
もり

闍
たか

陽
はる

翔
と
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　厳しい雇用失業情勢の中、ハロー
ワークでは求人が大変不足していま
す。
　熱意ある優秀な人材が職を求め
ていますので、従業員の募集にはハ
ローワークをぜひご活用ください。
　従業員として雇い入れた場合の各
種助成も行っています。
【問い合わせ先】
ハローワーク丸亀　薀0877（21）8609

　独立行政法人自動車事故対策機構

では、自動車事故が原因で、脳、脊
髄または胸腹部臓器を損傷し、重度
の後遺障害を持つため、移動や食事、
排せつなど日常生活動作について常
時または随時の介護が必要な状態に
ある方に介護料を支給しています。
　このほかにも、交通遺児などに対
する貸し付け（無利子）も実施してい
ます。
◆介護料支給対象
【常時介護】
（自賠責認定等級）第1級1号または第
1級2号、（旧自賠責認定等級）第1級3
号または第1級4号
【随時介護】
（自賠責認定等級）第2級1号または第
2級2号、（旧自賠責認定等級）第2級3
号または第2級4号
◆支給金額
　月額29,290円～136,880円
　※ 介護保険法などによる給付を受
けたときは、対象外。

【問い合わせ先】
独立行政法人
自動車事故対策機構
高松主管支所　被害者援護担当
　薀087（851）6963

～薔0120（459）737～
◆日時／ 12月4日（金）午前9時～午
後9時◆相談員／人権擁護委員、法
務局職員
【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部
　薀087（815）5311

　その以後は１月収集になります。
　清掃券をお持ちの方は、なるべく

早くお使いください。
【問い合わせ先】
まんのう町住民生活課
　薀0877（73）0101

◆まんのう町国際クリスマス会
　オーストラリアやニュージーラン
ド、ブラジルの真夏に行うクリスマ
ス、４カ月続く世界一長いフィリピ
ンのクリスマス、インドネシア（イ
スラム教）のクリスマスを、それぞ
れの国出身の方に紹介していただき
ます。
　さらに、外国の伝統的なクリス
マスのゲームをしたり、各国でよく
歌われるクリスマスの歌を聞きなが
ら、ケーキや七面鳥の肉を使ったサ
ンドイッチを食べたりと、普段とは
一味違ったクリスマスを楽しめま
す。
◆日時／ 12月6日（日）午前10時～正
午◆会場／かりん会館（まんのう町
神野168－7）◆参加費／一人500円
（食事代）※当日集金◆その他／事前
申し込みが必要。申込締め切り日は
12月3日（木）。
【問い合わせ先】
まんのう町国際交流協会事務局
（かりん会館内、水曜日休館）
　薀0877（75）0200

◆人権なんでも相談所
◆日時／ 12月6日（日）午前10時～午
後4時◆会場／高松市生涯学習セン
ター「まなびＣＡＮ」（高松市片原
町11－1）◆担当者／弁護士、人権擁
護委員、法務局職員
【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部
　薀087（815）5311

◆まんのう町消費者啓発講座
　（無料）

情
報
ひ
ろ
ば

求人募集に
ハローワークのご活用を

子どもタウンミーティング開催 

▼日時／12月5日（土）午前9時30分開会 
▼場所／満濃農村環境改善センター1階・多目的ホール 
▼内容／町内小学6年生がもし自分が町長であれば、どんな町にしたいか、 
　　　　まちづくりの思いを町長や関係各位の方々と一緒に語り合い、住み 
　　　　よいまちづくりを考えます。 
　　　　ぜひ一度、傍聴者として見学にお越しください。 
【問い合わせ先】まんのう町教育委員会　�0877（73）0108

「元気まんまん　まんのうっ子　全員集合　～もしも私が町長だったら～」 

四国一斉12時間
電話人権相談を行います

年内のし尿くみ取りの申込
締め切り日は、12月 8日（火）

製造事業所の皆さまへ 
統計調査にご協力ください 

　平成21年工業統計調査を12月
31日現在で行います。調査の実
施に当たっては、本年12月から
来年1月にかけて調査員がお伺い
します。なお、調査票に記入して
いただいた内容については、統計
法に基づき秘密が厳守されます
ので、正確なご記入をお願いします。 
詳しくは、 
http://www.meti.go.jp/statistics/
まで。 
経済産業省、香川県、まんのう町 

介護料を支給しています

催　し　物
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災
害
時
に
自
分
の
命
を
助
け
ら
れ
る
の
は
自
分
自
身

リヤカーや簡易担架、車いすなどで要支援者を運ぶ体験をする参加者ら

　風水害被害を想定し、一人で移動できない高齢者や身
体が不自由な人（要支援者）と家族の身の危険を守るた
めに災害対策の初歩を体験してもらおうと、神野地区地
域防災訓練（神野公民館主催）が８月29日、町農村婦人
の家などで行われ、地元住民ら約90人が参加しました。
　消防署員による、応急手当ての方法やAED（自動体外
式除細動器）の使い方、土のうの作り方などの講習を受
けた後、参加者らは安否確認班・応急手当て班・炊き出
し班・要支援者搬送班などのグループに分かれ、災害時
の自分たちの役割を疑似体験しました。
　体験後の話し合いの場では、参加者らは改善したらい
い点など体験をしなければ得られなかった教訓を、今後
の防災対策に生かしていました。

キャンペーン開始前に行われた仲南東幼稚園鼓笛隊による演奏様子

　秋の交通安全キャンペーン（琴平地区交通対策
連絡協議会主催）が９月29日、道の駅「空の夢
もみの木パーク」（追上）の駐車場で行われ、琴
平交通安全協会の会員や交通安全母の会の会員
など約120人が参加しました。
　このキャンペーンは、9月21日から30日まで
の間実施された「秋の全国交通安全運動」の一つ
で、夕暮れ時と夜間の交通事故防止や飲酒運転の
根絶など、ドライバーに交通安全意識を高めても
らおうと行われたものです。
　参加者らは、能登君枝さん（四條）が作ったフェ
ルト生地の交通安全グッズなどをドライバーに
手渡し、安全運転を呼び掛けていました。

特
効
薬
は
な
い
が
、
地
道
な
啓
発
活
動
は
必
要

チ
ー
ム
対
抗
戦
で
は
大
は
し
ゃ
ぎ

パン食い競争を行う参加者ら

　第1回まんのう町国際運動会が10月11日、かり
ん会館で行われ、約40人が参加しました。
　この運動会は、玉入れやパン食い競争など日本の
運動会の定番競技を通して、町内に住む日本人と外
国人の交流を図ろうと企画されたものです。参加し
た外国人は、結婚や町内企業での研修などで来日し
た人らで、中国やフィリピン、インドネシア、ラオス、
カンボジア、オーストラリアの6カ国に及びました。
　運動会の締めくくりは、盆踊り「一合まいた」。
婦人会神野地区会長の渡邊登茂子さんと四条公民館
長の香川史子さんの指導の下、参加した外国人らは
二人の動きを真似ながら、一生懸命踊っていました。

鳥インフルエンザ発生時に使用した物と同じ防護服の着用方法を説明する松本さん＝写真右

　新型インフルエンザがまん延しても業務が継続でき
るようにと、新型インフルエンザ対策講習会が9月11
日、役場本庁で行われ、講師に県健康福祉総務課の星
川洋一さんと中讃保健福祉事務所生活福祉総務課の松
本幸三さんを迎え、町職員など約80人が参加しました。
　インフルエンザ出現の仕組みや流行の仕方など過去
に発生した事例を基に説明を受けた後、県が策定した
新型インフルエンザ発生時の業務継続計画の紹介があ
りました。このほか、風邪などでせきやくしゃみが出
るときに、他人に感染させないためのエチケット（せ
きエチケット）や正しい手洗いの方法なども紹介され、
参加者らは真剣な面持ちで講師の話に聞き入っていま
した。

日
ご
ろ
の
予
防
と
準
備
で
、
町
の
行
政
機
能
の
維
持
を
目
指
す

神野地区地域防災訓練 秋の交通安全キャンペーン

第１回まんのう町国際運動会 新型インフルエンザ対策講習会

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス



の行事予定 の行事予定 の行事予定 

平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

12月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

Event Schedule in December

19

12
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

日 行　事　名 時　間 場　所

1（火）日 健康相談 13:30～14:00 照井集会所

2（水）日 行政相談 10:00～15:00 なごみ館

3（木）日）
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

4（金）日 健康相談 9:30～10:00 四条公民館

7（月）日 栄養相談（要予約／健康
増進課薀73‐0126）

役場本庁

8（火）日 健康相談 13:30～14:00 後山集会所

9（水）日
心配ごと相談 9:00～12:00琴南農改センター

3歳児健診 13:30～14:30満濃農改センター

10（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00吉野体育館

身体・知的障害者相談 13:30～16:30仲南支所

11（金）日 離乳食講習（要予約／健
康増進課薀73‐0126）

高篠ふれあいセンター

15（火）日
栄養教室（糖尿病の予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73‐0126）

9:30～12:30 琴南農改センター

16（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

17（木）日

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀77‐2991）

13:00～16:00 満濃農改センター

18（金）日
行政相談 10:00～15:00 琴南総合センター

人権相談 10:00～15:00 琴南総合センター

24（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

日 科 医療機関名 電話番号

6日
内科 大山内科医院 79－3311

外科 川口医院 79－0711

13日
内科 ふかだクリニック 73－2211

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

20日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

23日 内科 池田内科医院 73－2366

27日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 10月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 41（30） 345（302）

人身（件） 15（20） 152（170）

死亡（件） 0（ 0） 2（ 5）

救急出動
火災（件） 0（ 1） 12（ 16）

救急（件） 82（76） 784（791）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

10
月
28
日（
水
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

吉野公民館
グラウンド
参加:66人

優　勝：古市アサ子（四條）

準優勝：末久　忠（吉野）

第３位：安藤　武（東高篠）
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高篠小学校  4年  今井 遥貴 「ヘチマとぼく」 

高篠小学校  1年  山本 実和 「げんきいっぱいダンスダンス」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

秋
の
な
か
よ
し
遠
足 

     

　
十
月
三
十
日
の
金
曜
日
に
ぼ
く
た
ち

長
炭
小
学
校
の
み
ん
な
で
秋
の
遠
足
に

行
き
ま
し
た
。ぼ
く
た
ち
の
学
校
に
は
、一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
縦
割
り
の
な
か

よ
し
班
が
あ
り
、運
動
会
や
朝
の
体
力
作

り
の
時
間
な
ど
に
活
動
し
て
い
ま
す
。春
、

秋
の
二
回
の
遠
足
も
な
か
よ
し
班
で
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
の
秋
の
遠
足
で
は
、「
鳴

門
渦
潮
コ
ー
ス
」、「
屋
島
水
族
館
コ
ー

ス
」、「
あ
す
た
む
ら
ん
ど
コ
ー
ス
」、「
白
鳥

動
物
園
コ
ー
ス
」の
四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
去
年
ま
で
は
遠
足
担
当
の
先
生
方
が

紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
つ
の
コ
ー
ス
の
中

か
ら
各
班
で
話
し
合
い
、行
き
先
を
決
め

て
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、今
年
は
今
ま
で
と

違
う
決
め
方
を
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、ど
こ
に
行
き
た
い
か
の
希
望
を

ま
ず
、な
か
よ
し
班
で
と
り
、そ
の
場
所
を

六
年
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
調

べ
て
く
れ
ま
し
た
。調
べ
て
く
れ
た
候
補
地

の
中
か
ら
さ
ら
に
行
き
た
い
場
所
を
メ
ン

バ
ー
で
絞
り
ま
し
た
。ぼ
く
の
班
で
は
最
初

か
ら
水
族
館
に
行
き
た
い
と
い
う
希
望
が

出
て
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
賛
成
し
た
の
で
、

次
に
六
年
生
が
往
復
に
か
か
る
時
間
や
料

金
、活
動
で
き
る
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ぼ
く
の
班
は
屋
島

水
族
館
と
い
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、ぼ
く
の
班
は
決
ま
り
ま
し
た

が
、他
の
班
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
希
望
コ
ー

ス
が
出
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
話
し
合
い

を
進
め
、希
望
が
多
す
ぎ
た
り
、少
な
す

ぎ
た
り
す
る
コ
ー
ス
は
も
う
一
度
考
え
、譲

り
合
い
な
が
ら
調
整
を
し
て
い
き
ま
し

た
。そ
の
結
果
す
べ
て
の
班
が
納
得
し
、四

つ
の
コ
ー
ス
が
決
ま
り
ま
し
た
。コ
ー
ス
が

決
ま
り
、班
で
役
割
分
担
を
し
て
遠
足
の

日
を
待
ち
ま
し
た
。 

　
な
か
よ
し
遠
足
当
日
。ぼ
く
の
班
は
屋

島
水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。一
番
心
に
残
っ

た
の
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
す
。バ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
が
と
て
も
高
い
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
ま
し

た
。す
ご
い
勢
い
で
着
水
し
た
の
で
、プ
ー
ル

の
表
面
が
泡
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、水
の
中

が
見
え
な
い
く
ら
い
で
し
た
。下
級
生
た

ち
も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、み

ん
な
で
仲
良
く
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、大

縄
跳
び
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
来
年
の
遠
足
で
は
、ぼ
く
た
ち
五
年
生

が
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
す
。下
級
生
を
ま

と
め
て
、み
ん
な
が
楽
し
い
と
思
え
る
遠

足
に
し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
、今
か
ら

の
な
か
よ
し
班
で
の
活
動
の
中
で
、六
年

生
の
行
動
を
よ
く
見
て
、五
年
生
と
し
て

協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

「
食
べ
物
は 

　
命
を
つ
な
ぐ 

　
　
命
づ
な
」 

満
濃
中
学
校
１
年
　

井
上 

萌
子 

満
濃
中
学
校
１
年
　

大
川 

亜
耶 

「
の
こ
さ
な
い 

　
地
球
の
た
め
に 

　
　
自
分
の
た
め
に
」 

※所属名と学年は、応募時のもの 

長炭小学校  5年 
平田  涼人 

今月の 
リポーター 




